
⾼浜発電所原⼦⼒防災訓練における
訓練課題対応資料他

２０２１年４月

原子力事業本部 危機管理グループ

高浜発電所 安全・防災室
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

はじめに（問題・課題を整理）

社内アンケート・評価による気づき
（発電所）

社内アンケート・評価による気づき
（本店対策本部）

パンチリスト

重点実施項目の検証結果
（本店対策本部）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

Ｄ：改善策の実施

Ｐ：昨年度訓練検証に基づく改善計画

Ａ：検証を踏まえた改善

Ｃ：課題の整理、抽出

社外評価・視察結果

②問題・課題を整理

実
施
済
み

訓練項目別の実施評価

③重要度の高い課題を抽出

④原因分析

⑤原因分析を結果を
踏まえた対策

①コメント等に対して課題
の有無を検討
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【本店対策本部（若狭）】

問題点・課題の抽出結果

問題・課題の有無
更なる防災能力向
上のため気づき

本店 高浜ＰＳ 本店 高浜ＰＳ

訓練項目別の実施評価 無 － 無 －

有 有

社内アンケート、社内評価 無 － 無 －

無 － 無 －

パンチリスト 有 ① 無 －

重点実施項目の検証結果 無 － 無 －

社内アンケート・評価による気づき

パンチリスト

訓練項目別の実施評価

社外評価・視察結果

重点実施項目

【本店対策本部（若狭）】
・書画資料を用いたＥＲＣ伝送改善
・本店対策本部（若狭、中之島）間の情報共有の改善

【高浜発電所】
・電子ホワイトボードによる情報共有の改善

＜更なる防災能力向上のための気づき＞

社内アンケート等により抽出された以下、気づき事項については、次年度以降の訓練にて対応していく。

①放射性物質放出時の情報共有のあり方について検討

課題の深堀を実施（スライド3）

スライド４，５
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（問題）
放射性物質放出時（および想定時）の情報

共有のあり方について検討が必要である。

（情報共有の現状）

【事業者の活動】

（課題）
原子力災害対策指針に基づく国の活動（避

難、一時移転等の決定）と原子力事業者に期
待される活動（通報の際、原子力事業者は、
緊急事態区分に応じた防護措置の提案を行
うことが望ましい）を踏まえ、現状の当社から
の情報提供の内容（放出放射能量（実績）お
よび気象データ）での過不足が不明確。

（原因）
－

（対策）
放射性物質放出時（および想定時）の情報

共有について、訓練で実施し、過不足を検証
する。

課題①放射性物質放出時の情報共有のあり方について検討

発災事象の進展

▽放射性物質の放出

▽ＥＡＬ判断＆通報 ・ ・ ・

ＥＲＣ－即応Ｃ間の情報共有（プラント状況、事象進展予測等）

▽ＥＡＬ判断＆通報

▽２５条報告 ▽ ▽ ▽ ▽

【報告内容】
・放出開始時刻（実績）
・放出停止時刻（実績）
・放出箇所、高さ
・放出量（実績）

・希ガス ○○Bq
・ヨウ素 ○○Bq

・気象データ 等

【報告内容】
・放出開始時刻（見込み）
・気象データ 等

（課題）
訓練での検証ができていない。
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

更なる向上のための改善（本店対策本部（若狭））

（気づき事項①）
即応Ｃ－ＥＲＣ間のＴＶ会議において、書画装置の映像が見え

難いとの指摘があった。

（改善案）
① 書画映像の見え方について、運用／設備面で再度検証し、

必要な改善を図る。
② 代替／補足説明手段について、ＣＯＰの配布完了を待って発

話をする旨を徹底する等、ＥＲＣ側の要望を調査の上、実施可
否を検討する。

（代替／補足説明手段）

即応Ｃ ＥＲＣ

（過去の原因調査／対策実施状況）

（改善案）
書画資料を本店対策本部（中之島）に伝送できる手段を検討す

る。
また本店対策本部（中之島）が必要とする情報についても整理

を行い、共有すべき内容明確にする。

（気づき事項②）
本店対策本部（若狭）内での情報共有は原則としてＴＶ会議音声

にて本店対策本部（中之島）にも共有しているものの、更に書画資
料をＴＶ会議で共有することで、更なる情報共有の改善が図れる旨
の訓練プレイヤーによるコメントがあった。



5

The Kansai Electric Power Co., Inc.

更なる向上のための改善（高浜発電所）

（気づき①）
発電所対策本部は、電子ホワイトボード（ＩＷＢ）を用いてプラント状況等の時系列を記入し、本店対策本部へ発信している

が、時系列が進み、ＩＷＢ画面を改ページした以降、最新ページの情報共有の観点から前ページの表示について一部運用制
限を行った結果、前ページの情報が必要なＣＯＰ作成や２５条報告の作成等が効率的に実施できなかった。

（改善案）
仕様面で対応が可能かを検討することとし、それが困難な場合には、前ページを表示するルール等の明確化など運用面で

の対応を検討する。
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【本店対策本部 (若狭)】

重点実施項目の検証結果（本店対策本部）

重点実施項目の検証結果
（本店対策本部）

○緊急時対応の強化（ＥＲＣ説明の改善）【継続】
・大飯ＰＳ、美浜ＰＳ訓練から継続している情報発信ポイント集に基づく発話、ＥＲＣ

説明者の役割分担の見直し、ＥＲＣ対応チームと発電所間のホットライン構築、Ｅ
ＲＣ説明者への教育を実施し、プラントの状況、事故収束戦略等の情報共有が行
えることを確認した。

○原子力災害対応における特重秘密情報管理

・災害対応活動の社内外情報連携において、予め定めた運用ルール（対外発信帳票
には特重秘密情報を記載しない。ＥＲＣとのＴＶ会議においては書画装置に特重秘密
情報を表示せずにＥＲＣ備付資料集を活用する等）に基づき実施し、支障なく社内外
の情報共有を行うことができ、運用ルールやＥＲＣ備付資料集の内容が適切である
ことを確認できた。

○炉心損傷予測の様式をＥＲＣ説明に使用
・対外発信する事象進展予測は、原則として詳細評価（ステップ２）を用いることとし、
速報評価（ステップ１）は、保守的な参考値として取り扱い、対外発信が必要な場合に
はその旨を明示し、評価の条件を明確に記載できる様式を定め、評価結果と合わせ
て評価条件を報告した結果、情報が混乱せず、説明することができた。

○新情報共有システムによる情報共有事項の見直し

・情報共有システムの記載ルールをマニュアルに定めて各要員に周知した結果、情報
共有システムに記載される情報が分かりやすい記載となった。
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【発電所対策本部 (高浜)】２０１９年度訓練課題

重点実施項目の検証結果（発電所）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

○通報連絡票判断理由記載誤り

・情報班が情報共有システムに入力されるＥＡＬ判断理由およびユニット指揮者から共
有されるＥＡＬ判断フロー図等を確認することにより、通報票のＥＡＬ判断理由を適切に
記載できることを確認した。

○ＳＰＤＳの運用改善

・ＳＰＤＳ端末の配置を変更することにより、ユニット指揮者および発電班長がプラント
パラメータを必要なタイミングで速やかに確認できるようになったため、事故収束戦略
の検討が以前よりもスムーズに行えることを確認した。また、Web-SPDS閲覧用の端末

を新たに配備することにより、各機能班が必要なタイミングでパラメータを確認すること
ができ、プラント状況の把握をよりスムーズに実施できることを確認した。

○新情報共有システムによる情報共有事項の見直し

・情報共有システムの記載ルールを定めたマニュアルを作成し、各要員に教育を実施
した結果、情報共有システムに記載されるプラントの情報等がわかりやすい内容となっ
ていることを確認した。
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【発電所対策本部 (高浜)】中期計画（２０２０年度重点実施項目）

重点実施項目の検証結果（発電所）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

○３、４号機の特重設備および１号機の新規制設備の活用判断が適切にできることを
確認する。

・事故時操作所則等に基づき、３、４号機の特重設備および１号機のＳＡ設備の活用判
断等を適切にできることを確認した。また、事故時操作所則等に記載のない事項につ
いては、関連資料（工認資料等）を確認し、戦略の検討ができることを確認した。

○情報共有システムを用いたＣＯＰ２の作成等により即応センターへの発信情報の
質・量が向上できていること。

・情報共有システムを用いてＣＯＰ２を作成することにより、作成速度が向上し、即応セ
ンターへの情報発信頻度の質が向上できていることを確認した。また、即応センターへ
共有が必要な事項および優先順位を整理することにより、対外対応専任者から即応セ
ンターへの情報共有の質および量が昨年度訓練時よりも向上していることを確認した。

○新ＥＡＬの判断ができていること。

・２０２０年８月、１２月に判断基準が変更となったＥＡＬを適切に判断できていることを確認
した。

○３基発災時でも現状の体制・設備で適切に通報連絡が実施できること。

・現状の体制・設備で10条、15条の通報票について、すべてＥＡＬ判断から15分以内に
通報が実施できていることを確認した。



２０２０年度 高浜原子力防災訓練
情報フロー

（訓練後の説明）
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発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

M95

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

M95

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート
③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

電子ＷＢ

電子ＷＢ

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議
本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

ホットライン

書画資料
（ファイルサーバ）



発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練後説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

M95

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

M95

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート
③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

電子ＷＢ

電子ＷＢ

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議
本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

ホットライン

書画資料
（ファイルサーバ）

結果：良好



①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練前説明〕

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文を作成

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑨着信確認（電話）

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑧通報文送信（FAX）

ホットライン QA対応者

⑦`発電所内で通報文を確認

⑩誤記があった場合の口頭連
絡（電話）



①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練後説明〕

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文を作成

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑨着信確認（電話）

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑧通報文送信（FAX）

ホットライン QA対応者

⑦`発電所内で通報文を確認

⑩誤記があった場合の口頭連
絡（電話）

結果：良好

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応



②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のM95登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（M95）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、M95登録

電子ＷＢ

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）ホットライン

QA対応者



②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のM95登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（M95）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、M95登録

電子ＷＢ

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）ホットライン

QA対応者

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応

結果：良好

①情報連絡（電話）

【課題】
電子ホワイトボードによる情報共

有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応

プラント状況収集



③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP
（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

③COP

⑨情報
メモ

ホットライン
QA対応者



③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP
（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

③COP

⑨情報
メモ

ホットライン
QA対応者

結果：良好

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応



④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（M95）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

ホットライン
QA対応者



④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（M95）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

ホットライン
QA対応者

結果：良好

【課題】
本店対策本部（若狭、中之島）間

の情報共有の改善
⇒検討後、次年度訓練にて対応



⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①質問 （口頭
（TV会議））

⑫回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

④回答作成依頼
（電話）

関係班

⑥必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（電話）

⑤回答作成依頼
（口頭（電話））

⑨回答連絡（口頭（電話））

⑦回答連絡（口頭（電話））

⑧所管の班・係
M95に回答入力

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報、M95入力

⑬口頭（電話、QAメモ） ⑭回答
（口頭（QAメモ）

②ＱＡのM95入力
連絡（口頭）

⑪ＱＡ
（M95確認）

マイク常時ＯＮ

③QAのM95入力
【即応センター情報チーム】

Ｍ９５

ホットライン

QA対応者



⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練後説明〕

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①質問 （口頭
（TV会議））

⑫回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

④回答作成依頼
（電話）

関係班

⑥必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（電話）

⑤回答作成依頼
（口頭（電話））

⑨回答連絡（口頭（電話））

⑦回答連絡（口頭（電話））

⑧所管の班・係
M95に回答入力

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報、M95入力

⑬口頭（電話、QAメモ） ⑭回答
（口頭（QAメモ）

②ＱＡのM95入力
連絡（口頭）

⑪ＱＡ
（M95確認）

マイク常時ＯＮ

③QAのM95入力
【即応センター情報チーム】

Ｍ９５

ホットライン

QA対応者



情報フロー

ＰＳ
対外対応専任者 ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

ＰＳ
本部内音声

電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ
Ａ部屋

・確
定
情
報

・バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報

即応Ｃ
情報係

・通報票
・オフサイト情報等

ＣＯＰ、
リエゾン担当者

ＰＳ
対策本部

サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ

ＥＲＣ説明者
①

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
担当者

・Ｗ
Ｂ
板
書

・書
画
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

チーム長
（部長）

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、 必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＰＳ
対策本部

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前】

情
報

メ
モ

ＥＲＣ
説明

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

メモ３

・確
定
情
報
の
メ
モ
化

メモＡ メモ３

メモ１，２

ＥＲＣ説明
全体統括
（部長）



情報フロー

ＰＳ
対外対応専任者 ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

ＰＳ
本部内音声

電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ
Ａ部屋

・確
定
情
報

・バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報

即応Ｃ
情報係

・通報票
・オフサイト情報等

ＣＯＰ、
リエゾン担当者

ＰＳ
対策本部

サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ

ＥＲＣ説明者
①

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
担当者

・Ｗ
Ｂ
板
書

・書
画
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

チーム長
（部長）

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、 必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＰＳ
対策本部

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後】

情
報

メ
モ

ＥＲＣ
説明

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

メモ３

・確
定
情
報
の
メ
モ
化

メモＡ メモ３

メモ１，２

ＥＲＣ説明
全体統括
（部長）

結果：良好



ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ担当者
①

ＥＲＣ説明
全体統括

部長

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前】

ＱＡ対応（）

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）

即応Ｃ
情報係

ＥＲＣ説明者
①

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班回答

ＱＡ担当者
②

即応Ｃ
回答作成箇所

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 情報共有システム

ＱＡホットライン

ＰＳ
対策本部

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

発電所への
問い合わせ

＜これまでのＱＡ確認の流れ＞
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

＜ＱＡホットライン導入後＞
〇プラント状況に係る簡易な質問

・NRAからの質問発生
↓ ↑

・ＱＡ対応者
↓ ↑

・発電所ホットラインカウンターパート

〇上記以外の質問
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート



ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ担当者
①

ＥＲＣ説明
全体統括

部長

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後】

ＱＡ対応（）

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）

即応Ｃ
情報係

ＥＲＣ説明者
①

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班回答

ＱＡ担当者
②

即応Ｃ
回答作成箇所

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 情報共有システム

ＱＡホットライン

ＰＳ
対策本部

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

発電所への
問い合わせ

＜これまでのＱＡ確認の流れ＞
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

＜ＱＡホットライン導入後＞
〇プラント状況に係る簡易な質問

・NRAからの質問発生
↓ ↑

・ＱＡ対応者
↓ ↑

・発電所ホットラインカウンターパート

〇上記以外の質問
・NRAからの質問発生

↓ ↑
・ＱＡ対応者

↓ ↑
・即応Ｃ情報係

↓ ↑
・各機能班カウンターパート

↓ ↑
・発電所各機能班カウンターパート

結果：良好



ＥＲＣプラント班

ＥＲＣ
説明者③

・
初
動
時
手
書
き
Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

手書き
ＣＯＰ

ＷＢ
担当

送付要請

・
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

スキャン後返却

ＰＤＦ

ＫＩＮＤネット ファイルサーバ
・
自
動
保
存

・
自
動
フ
ァ
イ
ル
名

「
日
付
＋
時
間
」

連絡要請
ＣＯＰ・

リエゾン
担当

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
容
確
認

・
ス
キ
ャ
ン
結
果
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
再
ス
キ
ャ
ン
依
頼

印刷要請

・送付ファイル概要
・ファイル名 をＴＥＬ

ＥＲＣ
リエゾン

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ＥＲＣ
説明者②

ＥＲＣ
説明者①

手書き
ＣＯＰ

・説明時に渡す
・説明後返却

Ｔ
Ｖ
会
議
対
応
者

書画表示・口頭説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

各
チ
ー
ム

本フローは、
①初動時の手書きＣＯＰ

を代表例として具体化したもの。

上記以外にＥＲＣからの要請に
より追加で資料送付が発生する
場合は、「ＷＢ担当」へ送付要請
を行い、以降は同様のフローとす
る。

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前】

書画資料のＥＲＣ送付方法



ＥＲＣプラント班

ＥＲＣ
説明者③

・
初
動
時
手
書
き
Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

手書き
ＣＯＰ

ＷＢ
担当

送付要請

・
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

スキャン後返却

ＰＤＦ

ＫＩＮＤネット ファイルサーバ
・
自
動
保
存

・
自
動
フ
ァ
イ
ル
名

「
日
付
＋
時
間
」

連絡要請
ＣＯＰ・

リエゾン
担当

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
容
確
認

・
ス
キ
ャ
ン
結
果
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
再
ス
キ
ャ
ン
依
頼

印刷要請

・送付ファイル概要
・ファイル名 をＴＥＬ

ＥＲＣ
リエゾン

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ＥＲＣ
説明者②

ＥＲＣ
説明者①

手書き
ＣＯＰ

・説明時に渡す
・説明後返却

Ｔ
Ｖ
会
議
対
応
者

書画表示・口頭説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

各
チ
ー
ム

本フローは、
①初動時の手書きＣＯＰ

を代表例として具体化したもの。

上記以外にＥＲＣからの要請に
より追加で資料送付が発生する
場合は、「ＷＢ担当」へ送付要請
を行い、以降は同様のフローとす
る。

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後】

書画資料のＥＲＣ送付方法

結果：良好


